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●研究内容 

ポルフィリン類は高感度な比色試薬であるの

で、様々なイオンとの反応メカニズムを研究し分

析法への応用を研究している。特にリチウムとフ

ッ素を研究対象とした。またその分析に用いる媒

体についても研究しており、極性の高い溶媒系

（水溶性有機溶媒と水の混合溶媒に塩析剤を加

えて相分離させた系）を対象として反応機構の解

析を行っている。 

 これまでの主な研究テーマの概要は以下のと

おりである。 

○リチウムイオンの分析に関する研究 

 ポルフィリン環の穴のサイズとリチウムイオ

ンの大きさがほぼ等しいことは知られていたが、

これまで知られていたポルフィリンはリチウム

イオンと反応しなかった。ポルフィリンに臭素や

フッ素を導入することによりポルフィリン環の

内側にある水素がはずれ易くなりリチウムイオ

ンと反応することを見出した。水溶性の臭素化し

たポルフィリンを合成し、水溶液中でのリチウム

イオンの分析に応用した。マスキング剤としてエ

チレンジアミンテトラアセテートを用いること

により金属イオンの干渉が防げることを明らか

にし、血清中、海水中、温泉水中のリチウムイオ

ンの定量法を確立した。 
 
○フッ化物イオンの分析に関する研究 

環のサイズが一般のポルフィリンより少し大

きいサフィリンが酸性水溶液中で水素イオンと

結合すると環の穴のサイズがフッ化物イオンと

ほぼ同じになり、また水素結合をすることにより

サフィリンはフッ化物イオンと安定な錯体を作

る。有機溶媒を用いて抽出したところフッ化物イ

オンを抽出できることを見出した。抽出された溶

存化学種を決定し抽出機構を明らかにした。温泉

水の分析に応用した。 
 

○分析法に用いる反応場に関する研究 

ポルフィリン類は金属イオンとの反応速度が

遅い。溶媒抽出法への応用を考えた場合、普通の

ポルフィリンは有機溶媒へ溶けやすいため有機

溶媒中に存在し、金属イオンは水相に存在するた

めますます反応するスピードが遅くなる欠点が

ある。水溶性４荷陽イオン性ポルフィリンと触媒

を用いることにより反応速度をさらに上げて水

溶液中で反応させ、極性の高い有機溶媒へ抽出す

ることを検討した。選ばれたのが水溶性有機溶媒

と水の混合系で塩析剤により相分離させたもの

である。有機相の極性が高いため、４荷の水溶性

ポルフィリンが容易に抽出できた。この手法を用

いて銅イオンの新規な分析法を確立した。また溶

媒構造についても調べ相分離のメカニズムにつ

いても研究した。 
 

●期待される成果と応用 

・ 安価で簡便な分析法の開発 

・ 極性の高い溶媒中での新規な分析法の開発 

 

●想定される連携先 

・ 環境分析技術に興味のある企業 


